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石野華鳳氏×今江小学校児童のコラボ作品が 

「金沢２１世紀美術館」に展示 
  

夏休みに、４～６年生の希望する子どもたちと石野華鳳氏がコラボ制作しました。今回の作品は、獅子舞の胴幕

(かや)をキャンバスとして使用しました。子どもたちが約５ｍもの胴幕部分に 赤･青･黄・緑などの様々な色を含ませ

た筆で、石川県の良い所･好きな所を文字で書き、作品に仕上げました。 

明日、18 日(水)〜23 日(月･祝)まで、金沢 21 世紀美術館で展示されます。入場料は一般 900 円（中学生以

下は無料）です。３連休にお時間がある方は、ぜひ、金沢 21世紀美術館へ！！ 

 

 

 

 

先日の児童アンケートと同様に、「Ａ：（よく）当てはまる」という一番よい肯定的回答を選んだ人数（割合）に

着目して、まとめてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの分析及び改善策 
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「学校の教育活動に関するアンケート」（保護者アンケート編） 

◎「Ａ：（よく）当てはまる」という一番よい肯定的な回答が３０％以上の項目 

・「子どもは、楽しく学校に通っている」（肯定的回答 9７％、そのうちＡの回答５６％） 

・「学校は、学力向上に努めている」（肯定的回答 9６％、そのうちＡの回答３５％） 

・「学校は、子どもの安全確保や事故防止に取り組んでいる」 （肯定的回答 9６％、そのうちＡの回答３６％） 

 

◆「Ａ：（よく）当てはまる」という一番よい肯定的な回答が低い項目 

・「子どもは、家族や地域の人にすすんで挨拶をしている」（肯定的回答８２％、うちＡの回答２３％） 

 

・児童アンケートと同じく、「子どもは、楽しく学校に通っている」のＡの回答が高いことを教職員一同、

うれしく思います。自由記述欄にも、学校や職員に対する温かいコメントを多くいただきました。 

・学力に関しては、学力調査等の結果からも、子どもたちは着実に力をつけていることがわかります。これ

からも、子どもたちが「わかる」「できる」授業を目指していきます。 

・今年初めの能登地震を契機に、学校でも災害マニュアル等の見直しを進めています。今後とも、子どもに

とって安心・安全な環境づくりに努めていきます。 

・あいさつに関しては、「小松１」を目指して児童会でも取り組んでいますが、個人差が大きいです。

学校でも繰り返し指導していきます。ご家庭でも声かけをよろしくお願いします。 

・本校の教育活動で「よかった」と感じられることとして、本年度からスタートした「縦割り活動」

についてのご意見が多くありました。子どもたちにとって、成長できる活動にしていきたいと思い

ます。たくさんのご意見をありがとうございました。 
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